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本
史
料
『
日
記
序
』
は
元
禄
十
二
年
（
一
六
九
九
）
に
創
業
し
た
江
戸
日
本
橋
の
塩
干
魚
・
鰹
節
商
にん
べ
ん
伊
勢
屋
（
高
津
家
）
の
古
文
書
で
あ
り
、
同
店
の
商
い
の
動
向
と
当
主
家
族
に
関
す
る
記
事
に
市
井
の
出
来
事
な
ど
を
加
え
て
綴
ら
れ
た
、
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
か
ら
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
ま
で
の
記
録
で
あ
る
。
本
史
料
の
記
録
者
は
二
人
で
、
一
人
は
伊
勢
屋
の
三
代
目
主
人
、
高
津
伊
兵
衛
幸
通
で
あ
り
、
彼
は
自
分
が
誕
生
し
た
正
徳
四
年
か
ら
隠
居
し
た
安
永
四
年
（
一
七
七
五
）
ま
で
、
創
業
者
で
父
親
の
初
代
伊
兵
衛
佐
幸
と
、
兄
で
あ
る
二
代
目
伊
兵
衛
佐
敬
が
当
主
で
あ
っ
た
期
間
の
記
録
を
記
述
し
、
さ
ら
に
自
分
が
三
代
目
主
人
と
し
て
活
動
し
た
期
間
の
出
来
事
を
記
録
し
た
。
ま
た
二
人
目
の
記
録
者
で
あ
る
四
代
目
主
人
伊
兵
衛
伊
七
は
、
安
永
五
年
（
一
七
七
六
）
か
ら
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
ま
で
の
記
録
を
残
し
た
。
な
お
伊
兵
衛
伊
七
は
元
使
用
人
で
、
伊
兵
衛
幸
通
の
娘
も
ん
の
婿
で
あ
る
。
本
史
料
の
体
裁
は
全
一
冊
百
十
八
丁
、
墨
付
き
九
十
三
丁
、
袋
と
じ
五
か
所
の
竪
帳
で
、
法
量
は
縦
三
〇
・
八
㎝
×
横
二
三
㎝
、
表
紙
に
は
全
体
に
青
色
の
薄
紙
が
貼
ら
れ
て
い
た
。
本
文
は
巻
頭
に
七
丁
半
、
漢
文
で
二
〇
字
詰
め
二
九
三
行
の
長
文
の
「
序
」
が
、
「
宝
暦
六
丙
子
春
分
之
日
」
の
日
付
を
も
っ
て
高
守
黒
（
伊
兵
衛
幸
通
の
号
）
で
置
か
れ
て
い
る
。
「
日
記
」
記
録
部
分
は
、
正
徳
四
年
か
ら
享
保
八
年
ま
で
の
十
年
分
が
一
丁
分
に
ま
と
ら
れ
、
享
保
九
年
か
ら
寛
政
三
年
ま
で
の
六
十
八
丁
に
は
、
一
丁
に
一
年
十
二
か
月
分
の
罫
を
型
押
し
し
墨
が
引
か
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
享
保
九
年
か
ら
十
八
年
ま
で
は
一
丁
に
二
年
分
を
収
め
、
享
保
十
九
年
か
ら
文
化
九
年
ま
で
は
一
丁
に
つ
き
一
年
分
を
記
載
し
て
い
る
。
な
お
寛
政
四
年
以
降
の
罫
は
型
押
し
の
み
で
墨
が
抜
け
て
い
る
。
享
保
十
九
年
以
降
の
標
準
的
な
記
載
で
は
、
墨
罫
で
囲
ま
れ
た
上
欄
に
年
号
と
干
支
、
中
欄
に
月
、
下
欄
に
月
別
の
記
事
が
日
付
を
付
し
て
記
入
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
欄
外
右
側
上
に
も
干
支
、
右
側
下
部
に
は
安
永
四
年
ま
で
三
代
伊
兵
衛
幸
通
の
年
齢
一
天
野
圭
悟
・
井
上
拓
巳
・
寺
内
健
太
郎
・
真
板
道
夫
道
上
和
洋
・
南
隆
哲
・
安
田
寛
子
・
筑
後
則
・
澤
登
寛
聡
にん
べ
ん
伊
勢
屋
伊
兵
衛
幸
道
・
伊
七
の
『
日
記
序
』
に
つ
い
て
（
一
）
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
史料
紹
介
〉
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
欄
外
上
部
に
は
銭
相
場
、
鰹
節
の
相
場
、
重
要
な
触
れ
な
ど
、
下
部
に
は
使
用
人
の
出
入
り
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
今
回
、
漢
文
の
「
序
」
は
他
日
の
紹
介
を
期
し
、
ま
ず
記
録
部
分
か
ら
翻
刻
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
。
本
史
料
は
江
戸
時
代
中
・
後
期
の
ほ
ぼ
百
年
間
に
わ
た
る
大
分
の
史
料
で
一
度
に
掲
載
す
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
本
誌
に
は
数
回
に
わ
た
り
分
載
す
る
予
定
で
あ
り
、
今
回
掲
載
分
は
正
徳
四
年
（
一
七
一
四
）
か
ら
享
保
二
十
年
（
一
七
三
五
）
ま
で
の
記
事
で
あ
る
。
掲
載
に
当
た
っ
て
は
で
き
る
だ
け
原
史
料
の
体
裁
を
再
現
す
る
よ
う
に
努
め
た
。
本
文
凡
例
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
凡
例
一
本
史
料
は
、
髙
津
家
（
株
式
会
社
に
ん
べ
ん
）
所
蔵
の
『
日
記
序
』
の
翻
刻
で
あ
る
。
一
翻
刻
に
あ
た
っ
て
は
、
可
能
な
限
り
原
本
の
体
裁
を
重
視
す
る
よ
う
努
め
た
。
日
付
と
そ
れ
に
続
く
記
事
の
文
頭
と
の
間
は
半
角
、
日
付
が
替
わ
る
場
合
は
文
末
と
次
の
日
付
の
間
を
全
角
空
け
た
。
た
だ
し
、
全
角
以
上
空
い
て
い
る
場
合
は
、
原
本
の
体
裁
に
合
わ
せ
た
。
ま
た
、
欄
外
の
上
方
部
分
（
上
欄
）
、
欄
外
の
下
方
部
分
（
欄
脚
）
は
除
い
た
。
文
章
の
切
れ
目
と
思
わ
れ
る
空
間
が
あ
る
場
合
は
、
句
点
相
当
部
分
は
全
角
、
読
点
相
当
部
分
は
半
角
空
け
た
。
な
お
、
「
日
記
序
」
は
三
代
目
と
四
代
目
の
二
人
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
が
（
安
永
四
年
五
月
二
九
日
ま
で
が
三
代
目
伊
兵
衛
幸
道
の
筆
と
推
定
）
、
三
代
目
の
表
記
の
方
法
に
は
明
ら
か
な
特
徴
が
あ
り
、
そ
の
特
徴
を
極
力
尊
重
す
る
よ
う
努
め
た
。
ま
ず
後
筆
と
思
わ
れ
る
部
分
（
振
り
仮
名
・
送
り
仮
名
で
、
本
文
の
行
間
に
小
さ
い
字
で
書
か
れ
て
い
る
文
字
）
に
つ
い
て
は
、
全
て
ル
ビ
行
に
配
置
す
る
。
ま
た
、
本
文
中
の
右
側
に
寄
せ
て
小
さ
い
字
で
書
か
れ
て
い
る
文
字
は
そ
の
ま
ま
本
文
中
に
配
置
し
、
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
、
右
寄
せ
に
し
た
。
一
旧
字
・
異
体
字
は
基
本
的
に
常
用
漢
字
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
人
名
・
戒
名
・
屋
号
な
ど
の
固
有
名
詞
に
つ
い
て
は
、
原
本
通
り
と
し
た
。
一
誤
字
と
思
わ
れ
る
字
句
に
つ
い
て
は
、
傍
ら
に
（
マ
マ
）
と
す
る
か
、
適
切
と
思
わ
れ
る
文
字
が
推
定
で
き
る
場
合
は
、
そ
の
文
字
を
（
）
中
に
示
し
た
。
な
お
、
宛
字
に
つ
い
て
は
特
に
訂
正
を
施
さ
な
か
っ
た
。
一
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
現
在
の
平
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
助
詞
の
「
者
」
＝
（
は
）、
「
江
」
＝
（
え
）、「
而
」
＝
（
て
）、「
与
」
＝
（
と
）
は
漢
字
の
ま
ま
、「
ニ
」
＝
（
に
）
は
カ
タ
カ
ナ
の
ま
ま
、
お
よ
び
接
続
詞
の
「
并
」
は
漢
字
の
ま
ま
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
ポ
イ
ン
ト
を
下
げ
、
右
寄
せ
に
し
た
。
一
畳
字
（
繰
り
返
し
記
号
）
は
、
漢
字
一
字
の
場
合
は
「
々
」、
ひ
ら
が
な
一
字
は
「
ゝ
」、
カ
タ
カ
ナ
一
字
の
場
合
は
「
ヽ
」
を
使
用
し
、
二
字
以
上
の
場
合
は
「

」
を
使
用
し
た
。
ま
た
、
「
」
＝
（
よ
り
）
・
「
」
＝
（
こ
と
）
・
「
」
＝
（
こ
と
）
な
ど
の
合
字
は
、
原
本
の
通
り
に
表
記
し
た
。
一
平
出
は
原
本
に
准
じ
て
改
行
し
た
。
欠
字
に
つ
い
て
は
、
一
字
欠
字
は
一
字
分
の
字
数
を
空
け
、
二
字
欠
字
は
二
字
分
の
字
数
を
空
け
た
。
な
お
、
貴
重
な
史
料
の
閲
覧
・
翻
刻
を
許
可
し
て
い
た
だ
い
た
上
、
画
像
デ
ー
タ
の
貸
与
な
ど
研
究
上
の
便
宜
を
図
っ
て
い
た
だ
い
た
にん
べ
ん
一
二
代
高
津
伊
兵
衛
明
義
氏
は
、
本
史
料
翻
刻
作
業
の
間
、
二
〇
一
四
年
二
月
四
日
に
逝
去
さ
れ
、
今
は
高
津
家
菩
提
寺
、
東
京
深
川
の
蒼
龍
山
宜
雲
寺
（
一
蝶
寺
）
に
永
眠
さ
れ
て
い
る
。故
高
津
伊
兵
衛
明
義
氏
の
御
厚
意
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
こ
こ
ろ
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。
文
学
部
紀
要
第
七
十
四
号
二
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
三
家
綱
御
他
界
吉
宗
公
御
城
入
御
三戊戌 二
丁
酉
享
保元
丙
申 五
乙
未
正
徳四
甲
午 甲
午
ヨ
リ
癸
卯
マ
テ
一
十
四
月
廿
三
日
妹
死
二
歳
芳
旭
童
女
七
月
十
七
日
三
町
目
地
面
御
調
八
月
十
七
日
母
卒
去
蘭
渓
理
秀
大
姉
閏
二
月
十
四
日
知
廓
長
生
居
士
卒
去
我
外
祖
父
也
七
月
十
五
日
我
生
文
学
部
紀
要
第
七
十
四
号
四
四
ッ
宝
銀
止
土
蔵
造
御
触
朝
鮮
人
来
聘
八癸卯 七
壬
寅 六
辛
丑 五
庚
子 四
己
亥
奥
之
宅
普
請
三
月
源
兵
衛
授
小
船
町
之
見
世
□
□
（
虫
損
）
御
前
様
御
婚
礼
九
月
下
旬
新
九
郎
甚
弥
自
勢
州
来
抱
九
月
廿
日
母
人
産
男
子
暫
而
死
霜
含
童
子
七
月
廿
七
日
即
應
居
士
卒
去
八
月
三
日
母
人
産
男
子
死
躰
不
生
童
子
十
月
家
内
不
残
従
小
船
町
徙
瀬
戸
物
町
五
月
父
与
兄
大
坂
御
登
勢
州
滞
留
七
月
末
御
下
着
十
一
月
弐
町
目
地
面
御
調
十
一
月
出
店
類
焼
蔵
作
ニ
成
十
一
月
七
日
従
勢
州
連
来
長
助
死
瀬
戸
物
町
店
出
三
月
廿
七
日
出
店
類
焼
土
蔵
火
入
節
夥
焼
八
月
我
松
田
不
得
入
門
始
十
蔵
入
門
隣
家
而
遊
戯
来
往
無
度
且
長
治
郎
生
故
遠
行
通
従
浜
町
伯
母
再
婚
来
聘
為
我
後
母
祖
母
御
剃
髪
法
名
永
松
尼
七
月
下
旬
市
十
郎
抱
請
人
勢
州
八
郎
次
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
五
辰 甲 九 保 享
甲
辰
乙
巳
十
十
一 九 七 五 三 正
本
郷
御
会
所
御
用
金
二
百
両
上
納
翌
年
二
月
御
返
金
兄
人
元
服
万
代
屋
清
左
衛
殿
後
見
而
御
屋
敷
方
勤
父
御
法
体
法
名
無
心
九
日
相
公
様
逝
去
父
発
病
十
二 十 八 六 四
閏
四 二
長
治
郎
痢
疾
大
病
也
文
学
部
紀
要
第
七
十
四
号
六
巳 乙 十 保 享
十
一 九 七 五 三 正
十
二 十 八 六 四 二
父
入
湯
伊
豆
之
ヨ
シ
ナ
万
代
屋
清
三
郎
病
而
同
道
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
七
午 丙
初
参
宮
（
朱
書
） 一 十 保 享
丙
午
丁
未
十
三
十
四
十
一 九 七 五 三 正
勢
州
九
郎
兵
衛
殿
下
向
十
二 十 八 六 四 二
九
郎
兵
衛
殿
又
下
向
翌
正
月
還
源
助
説
于祖
母
曰人
而
不
可
有
莫
学
至
爰毎
夜
因
安
招
而
兄
与
我
学
因
幡
御
膳
様
肴
御
用
被
仰
付
祖
母
清
左
衛
門
冝
才
我
供
二
人
大
和
廻
七
月
帰
初
午
我
半
元
服
文
学
部
紀
要
第
七
十
四
号
八
ア
ン
バ
大
杦
時
花
未 丁 二 十 保 享
十
一 九 七 五 三 正
閏
正
義
兵
衛
無
尽
父
勢
州
行
病
中
通
駕
無
染
曰
出
入
之
記
非
不
厳
始
而
兄
与
我
令
記
出
入
兄
石
尊
参
詣
御
前
様
生
肴
買
出
役
清
兵
衛
止
仁
兵
衛
勤
小
船
町
源
兵
衛
男
子
出
生
我
父
新
太
郎
ト
名
ヶ
玉
フ
十
一
日
九
郎
兵
衛
発
足
路
金
二
両
渡
旦
頃
日
博
奕
而
勝
十
二 十 八 六 四 二
御
前
様
青
物
買
出
而
九
兵
衛
有
金因
茲
偽

母
ノ
不
幸
ト
法事
而
隙
取
木
挽
町
店
出
ス
父
使
我徳
兵
衛
大杦
明
神
捧
小灯
燈
倹也
後
兄
我
太
兵
衛
清
兵
衛
等
計
而
出
我
長
治
郎
甚
奢
義
兵
衛
八
町
堀
江
別
家
下
谷
金
椙
自
湯
殿
山
明
海
坊
来
加
持
諸
人
帰
依
之
父
毎
日
駕
而
御
出
青
物
買
上
九
兵
衛
止
八
郎
兵
衛勤
八
郎
兵
衛
中
登
り
御
前
様
仁
兵
衛
御
上
屋
敷
通
止
江
戸
日
本
橋
商
人
の
記
録
九
御
社
参
申 戊 三 十 保 享
戊
申
己
酉
十
五
十
六
十
一 九 七 五 三 正
自
大
津
又
左
衛
門
来
在
米
屋
我
与
兄
耽
酒
或
上
物
見
而
呑
八
郎
兵
衛
抜
刀
而
走
大
水
叔
父
兄
仁
兵
衛
大
橋
見
物
長
治
郎
十
五
歳
而
附
金三
百
両
勢州
可
ニ
遣極
叔
父
杢
兵
衛
殿
下
向
勢
州
子
供
不
幸
多
且
身
代
減
衰
因
茲
茂
兵
衛
貰
度
之
談
在
之
羽
州
湯
殿
山
行
喜
八
供
八
郎
兵
衛
同
行
福
元
院
先
達
與
兵
衛
出
米

於此
兄
与
我
毎
時
耽
酒
十
二 十 八 六 四 二
頃
専
付
ス
出入
于
我
我算
不
精
却
疑
兄
於
本郷
七
兵
衛
宅
拝
日光
御
社
参
駕

初
午
我
元
服
名
茂
兵
衛
文
学
部
紀
要
第
七
十
四
号
一
〇
象
来
酉 己 四 十 保 享
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Abstract
ThisisarecordoftheEdoNihonbashimerchant.Thenameoftherecordis・Nikki-Jo・日
記序.Thepersonswhorecorded・Nikki-Jo・arethe3rdsuccessorISEYAIheiYukimichiandthe
4thsuccessorISEYAIheiIshichi.Theywerethedriedbonitomerchantwholivedinthedaysof
Edointhelatterperiod.TheoperationtrendofISEYAandDay-to-dayrecordsofISEYAIhei
familyandtheiremployeesarewrittenin・Nikki-Jo・.Wedidreprintapartof・Nikki-Jo・from
1714正徳4年to1735享保20年thistime.
